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ーDeployment機能紹介ー
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１. はじめに

モデル作成の先へ

RapidMiner Studioで様々なモデルを作成し、

効果的な予測や洞察を得ても、それは一時的なものになりがちです。

しかし、実際の業務の大半は繰り返し続いていくものです。

よって、業務と同じようにモデルを継続モニタリングすると、

ビジネスインパクトをより大きくすることが出来ます。

本資料では機械学習モデルを本番運用していくために、

AutoModelとDeploymentの連携機能を紹介していきます。

※DeploymentはRapidMiner Studio Enterprise版の機能です
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２. Deployment設定

Deployment概要
Deploymentには以下のような機能があります。
・モデルを整理し、重要なデータを一つの場所に保管する
・モデルのパフォーマンスを経時的に追跡し、ドリフトやバイアスの警告が可能
・共通のプロジェクトで協力しているグループで共有することが可能
・webサービスを通じて、他のアプリケーションと統合することが可能

RapidMiner Studio +データベース接続

RapidMiner Studio •Models
•Simulator
•Scoring

•Dashboard
•Performance
•Drifts

+ RapidMiner AI Hub •Integrations •Alerts

以下の表はどのような場合にどの機能が使えるのかを示しています。
今回はRapidMiner Studio＋DB接続で使える機能をご紹介します。
※DB接続は環境によって異なりますので、詳細はDB管理者にご確認ください。
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２. Deployment設定

Locationの作成

DeploymentにはAutoModelからすぐ飛べますが、
初めての方はLocationを設定しておく必要があります。
デザイン画面でDeploymentタブを押し、案内に沿ってNEWボタンを押します
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２. Deployment設定

Locationの作成
Locationの名前を設定したら、LocalかRemoteか選択します。
Remoteの利用にはRapidMiner AIHubが必要です。
ここではLocalを選択します。
保存するリポジトリを聞かれたら、新規で空フォルダを作り、選択します
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２. Deployment設定

Locationの作成
このまま、作成完了でも良いですが、Monitoringを使いたいので、
Activate Monitoring?（赤枠）をチェックします。
DB接続が無ければ、新規作成します。
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２. Deployment設定

Deploymentの作成
Locationが作成できたら下図のADD DEPLOYMENTをクリックします
次に、Nameと対象の分析が分類か回帰なのかを入力します。
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２. Deployment設定

Deploymentの作成
Deploymentが作成できました。
このDeploymentにモデルを追加していきます。
AutoModelから簡単に追加できますので、
AutoModelでお好きなモデルを作成してください。
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２. Deployment設定

AutoModelとの連携
下図はAutoModelの結果からRundom Forestのモデルを表示しています
DEPLOYをクリックすると、配置先を聞かれますので、
Nameを入れ、先ほどのLocation、Deploymentを選択します
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２. Deployment設定

AutoModelとの連携
同じようにモデルを複数配置してみました。
この画面では右クリックで各モデルの概要を確認できるほか、
チャンピオンとチャレンジャーを設定できます。
StatusがActiveのものがチャンピオンモデルです。
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３. 各機能紹介

Dashboard

チャンピオンモデルの結果の概要や推移を確認できます。
グラフの表示幅は3か月、1か月、1週間、1日と変更できます。
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３. 各機能紹介

Performance

Dashboard機能よりもさらに詳細に結果情報を確認できます。
チャンピオンとチャレンジャーの比較も見ることが可能です。
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３. 各機能紹介

Drifts
ドリフト（漂流）は学習時からの時間経過や状況の変化によりデータの特徴が
変化したことで予測誤差が増加する現象を指します。
ドリフトが大きくなりすぎたらモデルを再度学習させる必要があるので、
こちらの画面でドリフトの状態を確認しましょう。
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３. 各機能紹介

Simulator
AutoModelで提供されているSimulatorと同機能です。
詳しい説明はここでは割愛しますが、Optimizeも付いていますので、
AutoModelの時と同じように利用できます。
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３. 各機能紹介

Scoring
モデルに新しいデータを適用し、結果を確認できます。
Monitoringを有効にしている場合、この結果が記録され、
DashboardやPerformanceで推移を確認することが出来るようになります。
また、結果はリポジトリやExcel、CSVに出力できます。
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３. 各機能紹介

AI Hubとの連携
AI Hubを導入すると、以下の機能も追加で利用が可能です。

・Alerts
DriftsやPerformanceの結果に対して、トリガーとなる数値を設定し、
その数値からはみ出した際にAlertを出せるようになります。

・Integrations
結果をWebサービスに統合して、別のアプリケーションで使用できます。
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３. おわりに

モデル運用しよう!

今回はRapidMiner Studioだけで出来るモデル運用のための機能紹介でした。

RapidMinerを使えばモデルの作成だけでなく、

パフォーマンスの推移やドリフトの発生も分かりやすく確認できるので、

運用が非常に楽であることがお判りいただけたと思います。

更にAI Hubとの連携も行えば、Deploymentをチーム間での共有や、

他のアプリケーションとの連携、Alert機能も使えるようになりますので、

チーム体制での運用が効率的に実施できます。

是非、RapidMinerでモデル運用をお楽しみください!


